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（総合審査結果の要旨） 
 
提出作品《亡骸》、《マゴット》では、何かをじっと耐える表情の女性とともに、その体を糧に育つ蝿の
群れが描かれる。実は悲しみを口にせず耐える自身のありようが踏まえられており、また大災害の犠牲と
なった動物の死骸に群がる虫とも重ね合わせられている。画面を満たす柔らかな中間色はよく吟味され
ているが、このグレーに対するこだわりさえも、「無表情の仮面」を言い表すための工夫だという 
《日常絵画》に描かれるような果物や魚の静物、カーディガンを着た髪の長い女性モデルなど林浩美が
よく選ぶモチーフは一見すると、多くの具象画家が好む保守的とも言える世界観のうちに留まっている
ように見える。しかし細部を凝視するとき見えてくるのは、人物の体に群がる蝿や蜂、肌を傷つける蕁麻
（いらくさ）の首飾りやナイフなど、攻撃性を秘めた寓意である。それに気づくと、穏やかに描かれてい
ると見えたモデルの顔の無表情さが逆に気になり、平穏無事に見えたかのようなグレーの空間も、急に張
り詰めた葛藤の場に見えてくるのだ。《死灰また燃ゆ》のように率直に見える作品でさえ単なる静物画で
はなく、題を見て初めて何らかの激情が秘められていることがわかる。 
論文は、絵画史に登場した様々な仮面、寓意を表すモチーフ、無表情的人物像などが効果的に例解され
つつ、それと比べながら自身の作品のこれまでの流れを自然に紹介している。本人が今まで自己発露でき
ずにいた複雑な心情の綾を全て吐き出すかのような切々とした誠実な文体は、説得力のあるものだ。《痛
みに沈黙する絵画》とは、あえて「沈黙」を選ぶことで他者の傷に寄り添うということなのだ。2011年、
福島の実家に居た林は東日本大震災に遭った。それに連なる原発事故により彼女の家族は、我が家を置き
去り故郷から離れざるを得ない状況になった。着の身着のままのようにして避難したのち一時帰宅した
時に見た、死んだ愛猫の姿、荒れ果てた家の姿は、林の心に筆舌に尽くしがたい痛みと影を遺した。しか
しその体験の傷に自分自身「沈黙」するしかなかった時間の内省が、本論文のテーマそのものになった。 
林はもともと自身の物静かな性質に対して、思い悩むところがあったようだ。表出し得ない激情と平穏
な態度の間で「中間的な表情の微笑」を作り続ける自身に対して、自己批判的な眼を持っていた。彼女は
それをペルソナ(仮面)という心理学用語で表し、絵のなかで自己言及的に、解釈不能なほどの曖昧な微笑
や無表情を装った感情を表現してきた。実際の彼女と接すると、彼女が も感情の襞を表出している場所
が絵画の中にしかないであろうことは、容易に想像できる。そのような内なる心理の蠢き、痛みを秘めた
静かな表現力を孤独のなかで磨いてきたこと、震災によって喪失と痛みを見つめ直した経験が、 近の彼
女の絵画世界の説得力に結びついている。 
「傷ついた時に明るい歌を聞くと悲しくなる」という本音を同じように持つ、どこかの繊細な他者の心
情に染み入る表現をしてゆくという決意が論文の 後に示される。 
作品・論文ともに、作者自身を振り返る深い内省的な取り組みとして、高く評価された。 
